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 [授業の概要・目的]
　フランスの現象学者メルロ=ポンティは、もっぱら知覚論や身体論において、主体の事実的なあ
り方、主体によって生きられた世界の姿について、斬新な見解を示した。『知覚の現象学』の時期
の彼の思想の流れを知覚論、身体論を中心にたどってゆきたい。

 [到達目標]
　メルロ＝ポンティを通じて、知覚論、心身問題を中心にした哲学の代表的な議論を学ぶ。そのこ
とで哲学的なものの見方を習得する一助としたい。

 [授業計画と内容]
総題：メルロ＝ポンティの思想
（１）現象学とは何か
　　現象学という立場（第１～２回）
（２）身体:世界に住み込む、意味により組織化された身体
　　身体の謎──導入（第３回）
　　機械的身体観と現実の身体（第４～５回）
　　身体図式（第６回）
　　実践の主体としての身体──ハイデガーを手がかりに（第７回）
　　身体の主体と身体（第８～９回）
　　実存と事実性（第10回）
（３）実存による知覚
　　古典的知覚観批判（第11回）
　　実存による知覚（第12回）
（４）実存的意味と自然
　　実存的意味と知覚的意味（第13回）
　　非人間的自然と人間的意味（第14回）
フィードバック：詳細は別途連絡する。

 [履修要件]
　１回生の受講は原則的に認めない。哲学・思想系の基礎論科目のなかから「哲学」、「倫理学」、
「論理学」、「西洋社会思想史」、「科学論」、「宗教学」のどれかひとつ以上を履修済みである
ことが望ましい。

 [成績評価の方法・観点]
　授業に関連するレポートを２回提出してもらう予定であるが、そのレポートによって評価する。

人間実践論Ｉ(2)へ続く↓↓↓



人間実践論Ｉ(2)

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
関心のある者は、授業中に紹介した参考書を読んで、自ら学習を深めてほしい。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


